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.能
，\第

1
1

に
農
地
の
狭
隘
-(

農
家
ニ
尸
当
り
田
四
丨
五
反
，
畑
三—

四
•
.五
反)

に
：も
と
づ
く
、：
貧
困
で
あ
っ
た
。

-

ノ
:'

貧
困
は
戸
数
ー
ー
六
〇
戸
の
漁
村
寺
泊
に
お
い
て
も
、
四
〇
〇
名
の
杜
氏
出
稼 

を
聚
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
'「

四
月
中
旬
酒
^
よ
り
帰
へ
り

来
る
や
五
、

六
月
迄
北
海
に
出
漁
し
て
鰛
を
と
り
、
五
月
の
節
句
頃
よ
り
屋
艰
葺
の
出
張
の 

:

出
稼
に
出
づ
る
も
の
五
、
六
十
名
を
数
へ
：、
残
り
一
〇
〇
戸
位
は
純
粋
の
漁
業
. 

に
従
辦
し
他
は
農
家
及
土
方
の
0

傭
労
働
と
な
.
っ
.て
ゐ
る」

，(

九
七
頁r

 

r

斯 

く
て
漁
業
に
於
け
る
大
資
本
に
よ
る
発
動
機
船
の
：発
達
と
共
に
旧
来
の
小
漁
夫
：

:

は
淀
着
性
を
失
ひ
て
賃
銀
労
働
者
と
な
り
て
栘
動
生
活
に
移
ら
ざ
る
.を

得

ざ

る
. 

C

と
と
な
る
の
で
あ
る」

(

九
七
頁)

。
 

(
,

，
岩
塚
村
の
報
告
に
よ
れ
ば
、「

本
村
の
生
産
は
、

(

一)

_農
耕k

よ
る
米
作
収 

:

入
:.

十
四
万
円
へ(

ニ)

.

.養
蚕
に
..よ
.る
藤
収
入
十
四
方
円
、

S

)

 

3
3

稼
収
入 

十
万
円
ノ
酒
造
出
稼
者
六
万
円
、•
.女

工
出
稼
者
.
四
.万
円
以
上
の
三
に
し
て
： 

收
入
相
匹
敵
し1

村
.の
経
済
を
維
持
し
つ
X

あ
り
故
に
酒
造
出
稼
の
消
長
を
直
.
. 

ち
に
以
て
一
村
の
.
盛
衰
に
関
す
る
と
云
ふ
べ
く
経
済
的
に
.重
要
な
る
位
置
.に
あ 

り
/

し
た
が
っ
て「

本
村
と
し
て
は
.今
後
益
々
之
が
発
達
を
企
途
す
る
の
外 

な
し」

，(

九
五
|

九
六
頁)

0

. 

:

前
頁
の
表
4
 

• 

4

は
塚
山
村
€>
-

‘出
稼
者
激
.と
そ
の
送
金
額
の
時
系
列
資
料
で
' 

あ
る
。
昭
和
ニ
年
現
在
で 

一
-A

当
り
送
金
額
は
：一
三
.ニ 

V

I

円
と
な
っ
て
い
.る 

が
、
こ
れ
は
出
稼
者「

稼
高
の
全
額
を
送
金
し
家
郷
の
経
済
を
補
助
し
お
れ 

る」
(

.一
三
〇
頁)

こ
ど
を
示
し
て
い
る
。

「

是
に
於
て
出
稼
の
•
意
.味
は
愈
々
重 

大
に
な
る
の
.
で
あ
る」

(

一，三
◦

頁)
「

杜
氏
出
稼
者
は
唯
に
人
数
上
よ
り
見
.て 

重
大
な
る
意
味
を
有
す
る
め
み
な
ら
ず
、
又
農
村
経
済
上
の
死
活
問
題
た
る
こ

.
 

.
 

v

 

六
四
',(

5

ー
〇)

'

^
を
.明I

日
し
得
る」

「

出
稼
者
办
重
要
性
は
単
に
副
業
的
意
味
.を
有
す
る
.の
み 

な
ら
ざ
る
.
を
知
るI

V

 (

九
五
頁)

。

ン
：

氺
こ
の
送
金
額
は
、
,:
.
:

「

同
村
信
用
組
食
ニ
：振
替
貯
金
ト
シ
テ
送
金
シ
タ
ル
金
額 

ノ
ミ
ニ
'ゾ
テ
此
ノ
外
那
便
為
替
又
ハ
個
人
持
帰
リ
シ
タ
ル
金
額
モ
亦
最
近
ノ
状 

.

況
ョ
リ
見
ル
時
ハ
毎
：年
五
千
円
ヲ
降
ラ
サ
ル
?

ゾ.J
(
一 .

三
〇
頁)

新
潟
県
下
平 

均
の
杜
氏
収
入
の
平
均
は
：一
五
三
円
な
の
で
、
こ
れ
に
く
ら
べ
る
と
本
文
の
と 

..お
り
.全
額
送
余
と
の
'
推
測
が
成
り
立
.
つ
わ
け
で
あ
る
。

.

.(

"

労
働
事
情
調
査
"

襍
玫—

そ
の
三
丨)

■ 

. '

.

:
■

.

.

.

余

白

に

.

長
男
..一；人
を
残
し
て
-

-

-
そ
れ
で
も
ま
だ
食
へ
な
.か
っ
た
-

-

-
女
は
工
場
の
女

エ
に
、
次
男
も
三
男
も
啊
処
か
_へ
出
て
働
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
鍋
で
豆
を 

い
る
や
う
に
、
余
っ
た
人
間
は
ド
シ
ド
シ
土
地
-か
ら
ハ
ネ
飛
ば
.さ
れ
て
、
市
に 

流
れ
出
て
'
き
た
。
彼

等

(

秋
田
、
青
森
、
岩
手
か
ら
来
た「

百
姓
の
漁
夫」)

は 

/

 

■み
ん
な「

金
を
.残
し
て」

内
地
に
帰
る
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
る
。

I

小
林
多
喜
一
，一『

.

M

H
船
.

』

.

I
 

( 

十

L

月
，の
獲
入
れ
が
ず
む
と
、
九
谷
育
三
は
、
.
白
髪
の
ィ
ガ
栗
頭
を
振
っ
て
、
 

留
吉
の
家
へ
出
発
の
用
.意
を
す
る
よ
う
知
ら
せ
に
き
た
'。
留
吉
は
杜
氏
の
ロ
が 

見
つ
か
っ
た
の
も
、
み
な
こ
の
.育
三
の
世
話
に
よ
っ
て
い
た
し
、
働
き
者
の
お 

し
ん
を
得
た
の
も
、
い
づ
'
て
み
れ
ば
間
接
的
に
は
こ
の
育
三
の
世
話
，で
越
後
の 

社
.氏
仲
間
と
知
り
あ
う
よ
.う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
育
三
に
は
感
謝
し
て
い 

た
。
年
輩
者
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
..
.
い
つ
も
素
直i

T

留
吉
は
育
三
に
し
た
が
っ 

て
京
へ
出
か
け
た
。
 

.

'

丨
'水
上
勉『

越
後
つ
つ
い
し
親
不
知』

I

/
書
 

評

.

日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
編

.
 

：

『

総
評
十
年
史

』

'

' 

. 

飯
.

田
 

鼎

.

戦
後
日
本
の
労
働
組
合
運
動
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
^
と

き

、

日
本
労
働
組
合 

総
評
讓
会
、
い
わ
ゆ
る
：総
評
の
果
し
た
偉
大
な
役
割
を
何
人
も
否
定
す
る
こ
と 

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
天
皇
制
軍
国
主
義
の
崩
壊
と
パ 

民
主
主
義
革
命
の
嵐
、
戦
争
の
惨
ま
し
い
傷
痕
、
破
壊
的
な
惡
性
ィ
.ン
ラ
レ
丨 

シ
ョ
シ
、
勤
労
大
衆
の
生
活
の
絶
対
讷
窮
乏
化
の
な
か
で
、
労
働
組
合
連
'動 

拟
、
日
本
の
服
史
上
は
じ
め
て
逞
.ま
し
い
足
ど
り
で
前
進
.を
開
始
し
た
。
し
か
，
 

し
な
が
ら
、.
世
界
の
歴
史
上
、
珍
ら
し
い
ほ
ど
の
異
常
な
発
展
を
示
し
た
日
本 

の
.労
働
運
動
は
、
実
は
ひ
と
つ
に
は
、
勤
労
者
が
敗
戦
に
ょ
る
反
動
的
支
配
体 

.带
の
崩
壊
と
生
.
-©
-

の
危
機
か
ら
や
む
.に
や
ま
れ
ず
起
ち
上
っ
た
と
い
ぅ
下
か
ら 

の
自
然
発
生
的
な
運
動
の
側
面
と
、.
こ
れ
と
裏
腹
の
関
係
に
お
い
て

、

そ
れ 

は
、
当
時
の
戦
勝
者
、
占
領
者
I

あ
る
い
は
む
し
ろ
征
服
者
と
：い
っ
た
方
が

あ

，た

る

力

.
も

し

れ

な

V

-
-
-
-

の

政

策

と

し

て

上

か

ら

与

え

ら

れ

..る
と
；い

.XPV

側
面

を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
見
逃
し
え
な
い
。
実
は
こ
こ
に
.
日
本
の
，戦

後

の

労

働

運 

動
の
も
つ
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。

:

す
な
わ
ち
ひ
，と
.た
'び
占
領
者
の
政
策
が
、：.
何

ら

か

の

理

由

に

ょ

，り

変

更

さ

れ 

た
/場
合
に
は
、
い
ま
ま
で
既
得
権
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
も
瞬
時
に
し

て
奪
わ
れ
、
'労
働
者
階
級
の
運
動
そ
の
も
の
が
重
大
な
危
機
に
お
と
し
い
れ
ら 

れ
る
も
の
，で
あ
る
と
と
は
、
戦
後
日
本
労
働
組
合
運
動
が
.わ
れ
わ
れ
に
与
え
た 

い
た
ま
し
い
教
訓
で
あ
っ
だ
。
そ

の

意
味
で
は
戦
後
日
本
の
労
働
者
階
級
に
あ 

た
え
た
も
ろ
も
ろ
.
の
権
利
は
、
日
々
新
た
に
闘
い
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
か
か
っ 

た
の
で
あ
り
、
.手
放
し
で
容
易
に
亭
受
し
う
る
と
由
心
え
ば
す
ぐ
さ
ま
失
わ
れ
て 

い
く
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
権
利
と
は
ま
さ
し
く
闘
い
の
な
か
で
こ
そ
獲
ち 

え
ら
れ
、.
し
か
も
擁
護
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会 

の
_

い
の
歴
史
は
、
わ
.れ
わ
れ
を
し
て
真
に
こ
の
こ
：
と
.を
痛
感
せ
し
め
ず
に
は 

お
か
な
い
。

'-
.

.

総
評
編
纂
に
よ
る
本
書
は
、
岡
崎
三
郞
、
岡
十
万
男
両
氏
.に
よ
っ
て
執
筆
さ 

れ
た
と
；い
わ
れ
る
が
；
七
〇
〇
頁
以
上
に
及
ぶ
大
冊
で
あ
り
、
.た
ん
に
総
評
の 

歴
史
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
戦
後
日
本
の
労
働
組
合
運
動
史
に
か
ん
す
る
重
要 

な
史
料
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
含
ん
で
お
.
り
、
平
明
な
叙
述
は
読
む
者
を
倦
怠 

せ
し
め
な
い
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
か
ら
成
っ
て
い
る
。

.

第
.
ー
篇
総
評
結
成
の
背
景
、

一
、
総
同
盟
の
結
成
、
ニ
、.
産
別
会
議
の
結 

.
成
、
三
、.
社
会
党
と
共
齋
党
、
四
、
統
一
闘
争
.
の
第
一
.

波
、
五
、
ニ
ニ
闘
争
、
 

六
、
全
労
連
の
結
成
、，
七
、
片
山
社
会
党
首
班
内
閣
、
八
、
組
合
民
主
化
運
動 

の
発
足
、
九
、,
全
官
公
の
大
闘
争
、

. 

一0

ゝ
政
令
ニ
〇
ー
，号

の

波

紋

、

一

一

、 

全
労
会
.議
準
備
会
発
足
前
後
、

一
二
、
補
給
金
廃
止
と
行
政
整
理
、

ニ
ニ
、
民 

同
の
主
導
権
。

■■
.
.
.
.

第
二
篇
総
評
の

.発
足
、.

1
、

総
評
結
成
の
準
備
、
ニ
'
総
評
発
足
前
後
の 

情
勢
。
三
'

総
評
結
成
準
備
大
会
、
日
、
総
評
第
一
回
結
成
大
，

五
、
総
評
第 

1
.

回
結
成
大
会
続
き
、

■

六
、.
.朝

鮮

戦

争

と

レ

ッ

、
ド

，
。ハ
！
ジ

、
' 

七
、
組
織
の
整



理
' ^

凌

闘
の
：闘

争

：

八
、

」

総

評

第r

一
回
定
期-K.

会

、：.

A

:

s

回
大
会#

終
；
つ 

バ.
て
：、--
.
;一.〇

、：
平

和

運

動

の

：推

進

、
：
ニ
：
一：

.一
ゥ
労
働
法
規
改
悪
反
対
の
ー
闘
争
、

二
と

3 

.

講
和
調
印
直
後
の
賃
金
闘
争
:0
.

:

-

./
;

:

:

.

■.
.
'
—

.1
1M

--
^
^
_
^

、
：一
,
«

金
綱
領
草
案
と
賃
銀
闘
争
、;'
ー：.ー
、
，
労

賴

：
ス 

ト
、.：

三
、.
労

關

；
ス

ト
f *
.
'

四
、
，総
評
第
三
回
定
期
大
会
、：
五
、.

第

：

一〖

一

回

大

会 

後
の
政
治
倩
勢
、'

 

六
、
電
産
と
炭
労
め
大
閼
争
、
七
、
闘
争
の
■余

波

、

八

.
、

総
 

.評
第
西
回
.定
期
大
会
、
九
、
ネ
ト
規
制
‘

合
理
化
攻
勢
に
対
し
て
ノ
一
,

〇
、
公 

ノ
労
協
.の
.発
足
と
不
況
下
の
闘
争
、
.
一
一
、
全
労
系
め
，脱

落

と

総

評

の

内

部

対

立

、
.

1
1
1
、

.総
評
第
五
回
大
会
、：
一
三
、
労
働
運
動
め
新
し
い
広
が
ヶ
、: '

1
:
:

四
、
»
 

勢
転
換
の
.き
ざ
し
。

.

.第

四

篇

運

動
.
の
.基
調
確
立
、'
-:

八
単
産
_̂

、

，
一
.
-:
.
'
新

し

い

合

理

叱

を
 

前

に

し

て

，
，
三

、

.

.

総
評
第
六
：回
定
期
大
会
、:

四
、.，
新

し

い

局

面

の

展

開

ノ

五

.
， 

，
全

産

業

統
.

1

賛
金
闘
争
の
発
足
，
六
、
春
闘
後
の
：政
治
的
諸
問
題
、
七
、
総
評 

，第

七

回

定

期

大

会

、

八
、

.
秋
の
，賛
上
げ
闘
争
と
再
度
.の
砂
川
闘
争
、
.九
、

ス
ト 

親
制
反
対
と
年
末
闘
争
、
.
ニ
〇
、
高
廐
闘
.争
方
式
の
.
展
.開
、

一
一
、
処
分
反
対 

|

権
利
腾
争
、

一

ニ
、
総
評
第
九
回
定
期
大
会
、
.
.

一
三
.：、炭
労
.の
杵
島
支
援
、
 

鉄
鋼
労
連
の
一一

波
。

.

..

第
五
篇
大
闘
争
の
展
開
、一

、
拠
点
ブ
ロ
ッ
ク
闘
争
、
一一、
総
評
第
.一
〇
回 

定
期
大
会
、‘
三
..
.',

瞥
職
法
改
悪
反
対
閼
争
、
四
、
警
職
法
闘
争
の
前
後
、
：五
、
 

総
が
ら
み
短
期
決
戦
、
六
,

戦
線
の
統
一
：
と

不

統

一

、

七

、

総

^

^

一

 

二
回
定
■ 

期
大
会
、
<

、
三
池
闘
令
と
安
保
_

爭
の
第
一
段
、
九
、
' 

三
池
闘
争
、

ー
0

、
 

安
保
闘
争
、

一
一
、
総
|¥

結
成
ー
- 0

周
年
、
付
総
評
十
年
史
略
年
表
。

わ
た
く
し
は
、
：こ
，の
.
琚
大
な
史
料
的
労
作
に
つ
い
て
そ
の
内
'容
を
詳
細
に
紹

介
し
よ
ぅ
と
す
る
の
で
は
な
い
。
い
や
し
く
も
労
働
組
合
運
動
に
関
心
を
も
：つ 

.

者
.は
;'
'
.
当

然

読

む

偭

値

が

：
あ

る

し

、

読

ま

な

：
け

れ

ば

.な
ら
.な
い
と
思
ぅ
。.

こ
' 

の 

目
次
を
み
..た
.だ
.け
..で
本
書
が
い
，.か
.
^
多

彩

な

内

容

を

；ふ
く
ん
で

.い
_
る
か
、
.同
時 

,
:
.に
戦
後
十
.年
に
わ
た
る
•労
働
組
合
運
動
が
"

半
世
紀
に
も
匹
敵
す
る
激
動
を
経 

験
し
た
も
_の
で
あ
る
か
が
.
わ
か
る
で
あ
ろ
'ぅ

.0

.総
評
結
成
の
昭
和
ニ
五
年
か 

.ら
-
.安

保

闘

争

の

年

、

眠
和
ー
，
ー

.ー.五

年

ま

で

の

十

^ -

は

、

実.に
総
評
に
と
っ
て
、

亡
心
れ
る
こ
_と
め
：で
き
'な
い
...歴

：
史
ー
で

.あ

.る
と
と
も
.に
、.
日
本
の
人
民
、
.働
く
大
衆
. 

:

の
.
生
活
に
'
と
っ
て
も
、
決
定
.时
に
重
.要

な

年

月

，
で

あ

っ

た

。

.

総
評
が
な
ぜ
昭
和
ニ
五
.年
に
発
足
し
な
け
れ
ば
な
.ら
な
か
っ
た
か
、
第
一
篇 

総
評
結
成
の
.背
景
.で
.は
、.
主
と
し
て
.
日
本
の
労
働
組
合
運
動
史
上
、
稀
に
み
る 

は
げ
む
い
生
活
防
衛
闘
争
を
背
景
に
、
総
評
成
立
の
必
然
性
を
客
観
的
に
追
求 

し
て
い
る
が
、
こ
0

場
合
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
時
期
が
、
さ 

き
'に
指
摘
し
た
よ
う
に
.、
.占
領
者
に
よ
る
上
か
ら
め
庇
護
と
同
時
に
、
ひ
と」

こ 

び
占
領
者
の
意
- ®
'に
背
馳
ず
る
瘍
合
に
は
、
容
赦
な
い
権
力
的
圧
力
を
加
え
ら 

れ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
ヤ
あ
る
。
そ
し
て
つ
ぎ
に
労
働
組
合
運
動
と
革
新
政
党 

'
と
.
.の
関
係
が
.
あ
る
。
日
本
社
会
党
の
発
足
と
日
本
共
産
党
の
再
建
が
お
y」

な
わ 

れ
.る
な
.
か
.
で
、.
と
く
に
こ
パ
の
商
者
の
労
働
組
合
運
動
に
た
い
す
る
戦
術
而
の
相 

違
と
そ
.
の
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
.
い
。
し
か
も
日
本
の
民
主
化
政 

策
ガ
国
際
政
治
...の
動
向
に
'
よ
っ
て
大
き
な
影
_響
；を
.ぅ
け
、
と
り
わ
け
ニ 

.

.一
 

ス
ト
ラ
ィ
キ
以
後
、

次
第
に
明
ら
か
、に
な
っ
た
：米
ソ
両
国
の
対
立(

フ
.
ラ
ン
ス 

お
よ
び
ィ
タ
リ
ア
に
お
け
る
社
共
統
1
戦
線
の
崩
壊
、
中
国
に
お
け
る
国
共
分
裂
と 

内
戦
の
開
始
、
'チ
ェ
?
.
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
に
お
け
る
い
わ
.ゆ
る
ニ
：月
本
命
.の
成
功
.な
ど 

.を
背
景
に
1、
：
ア
メ
リ
ヵ
.合
衆
国
大
統
領
ト
ルー

マ
ン
.の
共
産
主
義
排
擊
お
よ
び
封
じ

I

II

t

込
め
政
策
.の
具
体
化
と
し
て
の
ト
ル
ー
マ
ン
.
.ド
ク
ト
リ
ン
、
.そ
し
て
こ
れ
に
対
抗 

す
る
も
の
と
し
て
ソ
速
に
よ
る
コ

ミ
ン
フ

オ
ル
ム
の
結
成〉

は
、

占
領
者
の
労
働 

•運
動
に
た
い
す
る
態
度
の
変
化
と
し
て
あ
ら
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
.た
。
 

共
産
党
と
社
会
党
の
統
.
一
岡
争
の
終
焉
は
、

両
者
の
関
係
を
^

m-

に
'惡
化
さ 

せ
，、

労

働

組

合

運

！

i

そ
れ
自
体
も
、
全
労
速
の
結
成
に
も
が
.か
わ
ら
ず
、
社
会 

党

=

総
同
盟
、
共
産
党=

産
別
会
議
と
い
う
系
列
が
.固
定
化
し
て
い
.
っ.
た
。
' 
総 

評
の
結
成
は
、
ひ
と
0

に
は
労
働
組
合
運
動
に
根
強
い
影
響
カ
を
も
っ
て
い
た
. 

共
産
党
の
方
針
に
た
い
す
る
労
働
者
階
級
の
批
判
と
，
さ
き
に
指
摘
し
た
占
領 

者
に
よ
る
共
産
党
対
策
の
強
化
に
さ
さ
え
ら
れ
て
発
生
し
た
%■

の
.で
あ
る
こ
と 

は
、，
ま
ぎ
れ
も
.な
い
歴
史
的
な
■事
実
で
あ
り
，
こ
の
点

：

本

書

に

.は
記
さ
れ
て 

い
な
い
。
事
実
の
現
象
的
な
羅
列
に
終
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
た
だ
表
面
的
に 

組
合
民
主
化
運
動
の
結
果
と
し
て
の
み
と
ら
え
て
い
る
こ
と
A

正
し
く
な
い
。
. 

も
ち
ろ
ん
わ
た
く
し
は
、
当
時
の
共
産
党
に
.、
労
働
組
合
を
党
の
下
部
組
織
化 

し
、

一
方
的
に
革
命
運
動
の
尖
兵
と
し
て
の
役
割
の
.み
を
期
待
す
る
と
：い
う
戦
. 

術
盼
誤
謬
が
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
要
.は
、
総
評
成
立
の
：
 

背
景
が
、
一
ひ
た
ず
ら
労
働
者
大
衆
の
切
実
な
願
望
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
共
産
党 

，を
排
除
す
る
い
わ
ゆ
る
民
主
化
運
動
が
、
‘そ
の
よ
う
な
大
衆
の
希
望
と
一
致
し 

て
ぃ
た
こ
と
を
示
す
の
で

は
な
く
、
総
評
の
成
立
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
：当
時 

の
占
領
者
の
政
策
的
な
意
図
と
密
接
不
離
な
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
な 

取
突
こ
そ
問
題
な
办
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
郷
司
浩
平
氏
の
本
書
に
た
い
す 

る
批
判(

朝
日
新
間
"

朝
刊
一
二
月
一
一
一
日
学
芸
爛
の
書
評

)

，
に
は
き
く

べ

き

も

の 

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
経
緯
を
明

白
に
し
て
こ
そ
は
じ

.

め
.
て
，
ぞ
の 

後
の
総
評
の
め
ざ
ま
し
ぃ
俞
進
，
日
本
の
労
働
者
階
級
办
運
動
の
5F
M

と
し
て」

：

勤
労
者
の
生
活
の
擁
護
、
政
治
的
な
も
ろ
も
ろ
の
運
動
に
奮
闘
す
る
い
わ
ゆ
る 

"

闘
う
総
評
"
■
の
姿
が
き
わ
め
て
鮮
烈
な
も
の
と
し
て
映
し
出
さ
れ
る
の
で
は 

な
か
ろ
ヶ
か
。
.
実
際
、
総
評
発
足
当
時
、
十
年
後
の
日
米
安
全
保
障
条
約
の
改 

訂
に
た
い
す
る
反
対
闘
争
、
空
前
の
盛
り
上
ヴ
を
み
.せ
た
労
働
者
階
級
を
中
心 

と
す
る
未
昏
有
の
大
衆
運
動
に
、
ほ
か
な
ら
ぬ
総
評
が
、.
あ
.れ
ほ
ど
偉
大
な
役 

割
を
果
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、

誰
が
予
想
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

「

鶏
が
ァ
ヒ 

ル
.
に
な
っ
た」

と

一
時
、，
評
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
私
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は 

鷹
に
な
っ
た
の
だ
.，

一
九
五
〇
年
三
月r

r

日
、.
総
評
結
成
準
備
会
大
会
が
、
全
鉱
、
炭
労
、
電 

産
な
'ど
の
大
規
模
な
；争
議
が
.行
わ
れ
て
い
る
な
か
で
開
か
れ
た
が
、

こ
れ
に
は 

日
本
労
働
組
合
総
同
盟
と
全
日
本
労
働
組
合
連
合
と
い
う
ニ
つ
の
連
合
団
体
と 

日
本
教
職
員
組
合
、.
国
鉄
労
働
組
合
な
ど
一
，五
の
産
業
別
ま
た
は
企
業
別
組
織 

が
参
加
し
た
0.

た
だ
ご
こ
で
問
題
な
こ
と
は
、
.産
業
別
組
合
ど
い
っ
て
も
、
日 

本
教
職
員
組
合
、
全
通
従
業
員
組
合
、
国
鉄
旁
働
祖
合
な
ど
の
官
公
労
や
全
日 

本
海
員
組
合
な
ど
の
‘

ご
く
わ
ず
か
の
組
合
を
除
け
ば
.

き
わ
め
て
ル
ー
ズ
な 

速
合
体
に
ど
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
は
、
日
本
私
鉄
労
働 

組
合
総
連
合
、
全
日
本
^

員
鉱
山
労
働
組
^

豸
合
会
、
全
国
石
汕
業
労
働
組
合 

協
議
会
七
い
う
よ
う
に
.
、
そ
れ
：ら
は
総
連
合
、
連
合
お
よ
び
連
合
会
と
い
う
言 

葉
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
通
り
、
産
業
趴
a

織
と
.い
う
よ
り
は
企
業
別
組
合
の
速 

絡
協
議
機
関
と
い
う
性
格
を
濃
厚
に
も
っ
て
い
た
こ
と
.か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ 

う
。
'V
::

つ
ま
り
戦
後
に
発
足
し
た
企
業
別
組
合
が
そ
の
ま
ま
連
合
体
と
し
て
ル
I
 

X

な
形
で
横
.の
連
絡
機
関
を
ガ
く
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
' 

ひ
と
つ
の
強
大
な
産
業
別 

組
合
と
い
う
に
は
'お
よ
そ
程
遠
い
胗
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
総
評
は



実
に
.、

こ

の
よ
う
な
組
織
に
お
け
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
を
な
し
て
い
る
と
い 

'

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
o

こ
と
に
戦
後
の
わ
が
国
に
.お
.け
る
労
働
組
合
運
動
の
.

.

基
本
的
特
徴
が
ち
り
、玄
た
脆
弱
性
も
胚
胎
し
て
.い
る
。
，本

書

は

、
こ
：の
よ
う
な 

労
働
組
合
運
動
に
と
っ
て
も
っ
と
も
根
本
的
な
問
題
と
も
い
う
べ
き
& '

^
|
を 

.ま
っ
た
.く
等
閑
に
な
し
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
欠
点
が
あ
る
。
こ
う
し
た
組
織
問 

:.

題
が
本
書
に
：お
い
て
追
求
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
総
評
自
体
こ
の- 

問
題
に
冷
淡
で
あ
る
こ
と
か
.、
そ
れ
と
も
、
本
書
の
執
筆
者
の
.こ
の
問
題
に
た 

.

い
，す
る
評
価
が
大
き
な
地
位
を
し
め
て
い
.な
い
か
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
け
れ
ど 

,
,も
，、
わ

た

く

し

は

明

ら

か

に

前

者

で

あ

る

と

思

う

。
企

業

別

組

合

の

連

合

，体

で

あ

.

•

り
、
主
と
し
て
大
企
業
の
組
合
か
ら
な
名
連
合
組
織
の
上
に
あ
る
一
総
評
と
し
て 

，
一

中

小

企

業

の

労

働

者

の

組

織

化

が

緊

急

な

も

O'

と
し
て
考
え
ら
れ
な
が
ら
、

.

:

し
.か
も
容
易
に
手
を
下
し
え
な
か
っ
た
事
情
を
わ
れ
わ
れ
は
理
解
す
る
こ
と
が 

で
き
る
。
し
か
し
正
し
い
組
織
論
な
く
し
て
正
し
い
強
力
な
運
動
を
期
待
す
る 

こ
と
へ
が
で
き
な
い
こ
と
も
ま
た
琪
実
で
あ
る
。
全
労
働
者
階
級
の
う
ち
、
か
な 

り
の
部
分
が
、，
中
小
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
実
を
考
え
る
と
き
、.
中
小
企 

業
労
働
者
の
組
織
化
、

\

従
っ
て
企
業
の
枠
を
超
え
た
横
断
組
合
の
結
成
の
た
め
.
.
. 

に
総
評
が
果
し
て
.ど
れ
た
け
の
熱
意
.を
示
し
.て
い
た
の
で
あ
.ろ
う
.

か
。
こ
.の
よ 

う
な
問
題
に
つ
い
て
本
書
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と

ぼ
惜
し
ま
れ
る
。
 

，.そ
の
意
味
で
は
本
.書
は
、

実
の
克
明
な
造
求
や
客
観
的
な
描
写
と
い
う
点
に
.

. 

お
い
て
は
み
る
べ
き
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
お
よ
そ
問
題
史
的
な
視
角
よ
り 

は
年
代
記
的
な
叙
述
形
式
に
と
も
な
う
弊
害
と
し
て
、

か
於
た
#
か 

に
欠
け
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

,

•

.

第
三
篇
、
躍
進
ど
調
整
と
題
す
る
.一
九
五
ニ
年
か
ら
五
四
年
の
：時
期
に
つ
い

'
て
で
あ
る
が
、
.：こ
.
の
.時

期

は

'

朝

鮮

動

乱

に

よ
る
特
需
景
気
を
契
機
と
し
て
、

.

強
力
な
資
本
蓄
積
を
行
っ
.
.た

独

占

資

本

が

、
戦

後

は

じ

め

て

本

格

的

？?
編
成
に 

.

の
り
出
し
'、
労
働
組
合
に
た
い
し
.て
も
本
格
的
な
対
策
に
の
り
出
し
た
時
期
で 

あ
っ
た
。

- ^
;面
講
和
と
し
：て
_ゆ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
に
よ
っ
て
、
決
定
的 

.

に
対
米
協
カ
、,.
'
.従
っ
て
対
米
従
属
へ
の
.途
を
ふ
み
き
っ
た
わ
が
国
の
独
占
資
本 

は
、
労
働
組
合
に
：た
い
し
て
、',
'

い
ま
ま
で
の
守
勢
を
ふ
り
す
て
、
次
第
に
攻
勢 

に
転
じ
て
き
た
。.
こ
れ
.に
た
い
し
て
総
評
は
、
朝
鮮
動
乱
に
よ
っ
て
独
占
資
本 

が
：肥

大

化

し

た

の

と

は

反

対

に

.
、高
% .

価
'、に
よ
る
勤
労
大
衆
の
生
活
の
窮
乏
化
、
 

ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
と
反
動
的
に
し
て
露
骨
な
苒
軍
備
政
策
に
反
対
し
、
 

春
季
闘
争
の
目
標
と
し
て
、I

、

軍
事
予
算
の
暴
露
と
追
及
、
弾
圧
法
規
反
対
、• 

賃
金
引
き
上
げ
、
中
小
企
業
の
.防

衛

の

四

つ

を

自

漂

と

し

て

掲

げ

た

こ

.と
は
印 

象
的
で
あ
っ
た
。
'
す

な

わ

ち

軍

事

予

算

の

増

大

と

弾

圧

法

規

反

対

と

.い
ぅ
ス
ロ 

丨
ガ
ン
は
、
す
で
に
渐
憲
法
を
厄
兹
す
る
支
配
階
級
に
た
い
す
る
關
ぅ
姿
勢 

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
総
評
が
占
領
者
の
意
図
、
そ
し
て
日
本
の
支
配
階
級
の 

期
待
と
は
令
';
<

別
の
方
向
を
歩
み
は
じ
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
あ
と
の 

.
ニ
つ
は
、
や
が
て
賃
金
綱
領
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
理
論
生
計 

費
、
V

わ
ゆ
る
マ
ー
ヶ
：
ッ
ト
'
.
•
パ

ス

ヶ

ッ

ト

方

式

に

よ

る

全

産

業

的

な

標

準

賃 

金
額
の
決
定
を
意
図
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
.中
小
企
業
労
働
者
の
賃
金
の
爿
き 

上
げ
を
目
標
.し
た
も
の
で
あ
り
：
こ
れ
と
な
ら
ん
で
中
小
企
業
の
防
衛
が
掲
げ 

ら
れ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
.て
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

.
総
評
調
査
部
を
.中
心
と
し
て
賃
金
対
策
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
賃
金
綱
領
案 

.
が
、
鉄
鋼
労
連
、
：合
化
労
連
、
炭
労
へ
.

私
鉄
総
連
、
全
娥
同
盟
、
日
教
組
、
国 

鉄
、」

全
専
売
、
.
^
ぼ
び
総
評
本
部
の
代
表
者
か
ら
な
る
小
委
員
に
よ
つ
て
起
草

.

さ
れ
常
任
幹
事
会
で
承
認
さ
れ
、
つ
づ
い
て
第
三
回
大
会
で
承
認
さ
れ
た
：。
こ 

れ
に
よ
れ
ば
、
全
労
働
者
の
基
本
的
要
求
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

.

一
、「

健
康
に
し
て
文
化
的
な
生
活」

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
賃
金
水
準=

 

■

最
低
手
取
り
七
万
円
の
実
現
。
 

’

ニ
、
戦
前
賃
金
水
準
ニ
万
五
〇
〇
〇
円
平
均
の
即
時
回
復
。

三
、
全
物
量
方
式
に
よ
る
実
質
賃
金
要
求
の
達
成
。

•

西
、
最
低
保
障
を
基
礎
と
す
る
合
理
的
賃
率
I

職
階
制
打
破
。

五
、
拘
來
八
時
間
労
働
の
完
全
実
施
。

こ
の
■場
合
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
.^:

め
に
、

.

I
、

貨
金
關
争
を
は
ば
む
あ
ら
ゆ
る
法
律
を
撤
回
せ
よ(

労
働
法
規
改
悪
、
 

弾
圧
諸
法
規
反
対

)

。
 

'

こ
一
、'
い
か
な
る
労
働
者
に
も
最
低
八
〇
〇
〇
円
を
保
障
せ
よ(

最
低
賃
金
法 

.

の
'確
立)

0

;

•

三
、
失
業
•

傷

病
•

老
廃
後
の
.
労
働
者
生
活
を
保
障
せ
よ(

社
会
保
障
制
の 

.'

根
本
的
拡
充
：

T。

V

四
、
首
切
り
反
対
、
自
主
贸
揚
と
平
和
産
業
を
拡
大
せ
よ
。

'

.

.
五
、
苒
軍
備
反
対
、
乎
和
憲
法
を
守
れ
。

，

と
，い
ぅ
.五
つ
：の
前
提
的
諸
条
件
の
獲
得
を
強
調
し
て
い
る
.
こ
と
が
注
目
さ
れ 

る
。

ぐ

'
'

こ
と
に
は
、
勤
労
者
の
*

利
の
.銮

本

的

；な

擁

護

と

い

う

視

点

か

ら

、
.最
眩

賃 評
が
こ

れ

ら

の諸
目
標
を
実
現
.す
る
た
め
に
、
産
業
別
統
一
闘
争
の
実
現
を
通 

じ
.て
、
■本
格
的
な
産
業
別
組
合
樹
立
の
方
向
へ
志
向
し
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
な 

姿
勢
が
こ
の
時
期
に
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
〇
年
の
八
単
產
共
閼
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
闘
い
で
あ
っ
て
、
賃
金 

の
ひ
き
上
げ
お
よ
び
合
理
化
反
対
な
ど
で
精
力
的
に
闘
っ
た
の
.
で
あ
る
が
、
た 

だ
、
日
本
の
労
働
組
合
は
、
市
民
の
民
主
主
義
擁
護
運
動
に
お
い
て
も
積
極
的 

に
活
動
す
る
.使
命
を
担
わ
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
、
外
国
め
亂
合
よ
り
も
は
る 

か
に
戦
闘
的
.で
勇
敢
で
.あ
る
が
、
同
時
に
こ
れ
を
組
i

0'
M '
’
 .

6

咏

か

-t
'

il
L
'M' 

■
す
る
た
め
，に
.利
用
す
る
こ
と
が
：非
常
に
む
ず
か
し
い
問
題
に
な
る
。
し
か
し
砂 

.
川
闘
争
を
中
心
と
す
る
軍
事
基
地
反
対
闘
争
に
お
い
て
総
評
が
果
し
た
ぬ
_

は 

偉
大
で
あ
り
、
そ
れ
は
や
が
.て
警
察
官
職
務
執
行
法
改
正
法
案
に
た
い
す
る
反 

対
闘
争
の
勝
利
、
お
よ
び
歴
史
的
な
安
保
^

争
に
つ
な
が
：っ
：て
い
る
。
た
だ
問 

題
ほ
、

こ
れ
ら
の
市
民
の
闘
爭
あ
る
い
ば
政
治
闘
争
べ
の
積
極
的
な
参
加
の
経 

験
を
、
.
い
か
に
労
働
組
合
本
来
の
目
的
、
た
と
え
ば
企
業
別
W

ら
昏
务
如
一
か 

脱
皮
.と
い
う
よ
う
な
組
織
上
の
問
題
の
解
決
に
役
立
た
し
め
る
か
が
重
要
な
.問 

題
.で
あ
る
と
思
う
。

. 

. 

.
も
ち
■ろ

ん
わ
た
く
し
は
、
企
業
別
組
合
の
す
べ
て
が
惡
い
と
い
っ
て
い
る
の
. 

で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る「

地
域
ぐ
る
み
闘
争」

な
ど
の
よ
う
に
強
力
な
闘
争
態

勢
を
組
み
ぅ
る
基
盤
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
、
三
井
三
池
闘
争
は
そ
の 

意
味
で
典
型
的
な
も
の
.
で
.あ
.
.:0
た
。
.
.た
.た
そ
れ
に
も
か
か
.
.わ
ら
ず
、
そ
れ
が
勝 

金
法
と
社
会
保
障
の
充
実
が
強
調
.さ
れ
で
い
一
る.
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
.
労

働

組

利
を
ぅ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
と
こ
そ
靈
要
で
、
最
後
に
は
企
業
別
組
合 

合
運
動
の
阏
争e

標

.%

企
業
別
の
.賃
金
ひ
き
上
げ
か
ら
全
産
策
的
な
ひ
ろ
が
り
の
.脆
弱
さ
が
露
呈
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

:

を
も
.つ
問
題
に
.発
展
す
る
に
至
っ
た
こ
.
と
を
意
味
しV

.

い
る
め
で
あ
っ

.
：て
:
-総
應
大
な
本
書
に
つ
い
て
云
ぅ
べ
き
こ
と
は
多
い
が
、
要
す
る
に
本
書
は
、
戦



.
後

.0

本
労
働
連
動
史
に
.か
ん
ナ
る
_克
明
な
叙
.述
.で
，.あ
_り
、
こ

め

点

全

く

興

味

深 

く
ょ
む
‘J
と

が

で

き

る*

し

-か
しも
っ
と

問

題

史

的

で

あ

る

"こ
と
が
必
要
で
あ 

り
、
反
省
と
批
判
と
を
ふ
く
め
て
さ
ら
に
分
析
的
で
あ
る
こ
>

が

望

ま

し

い

？ 

客
観
的
な
亊
実
の
追
求
'に
忠
.実
な
ら
ん
と
；す
...る

余

り

、
.
闘

争

^

さ
.ま
ざ
ま
の
.段
.. 

階
的
な
局
而
に
お
け
る
評
肺
が
乏
し
い
う
ら
み
が.あ
る
。
ま
た
：

「

十
年
史」

と 

い
う
題
0

.
の
，た

め

か

、

V

安
保
闘

争

と

，

11 : 
一.#

三
.池

亂争
ま
で
.で
と
.め
：
ら.
れ

て
お
-'
. 

り
、
そ
の
後
す
で
に
五
力
年
に
な
ん
な
ん
と
す
る
労
働
運
動
の
^
，み
に
つ
い
て 

ほ
七
ん
ど
ふ
.れ
る
.
.と
と
ろ
.の
な
い
.の
：は

一：
体
ど
5

し
‘.た
こ
.
と
..で.あ
.ろ
.
.う
.か
。
 

「

展
望」

と
い
う
ょ
う
な
と
こ
ろ
で
現
在
の
緊
急
な
問
題
に
.つ
.い
て
ふ
れ
る
ベ 

.
き
で
あ
っ
た
'
と
思
う
。
 

V

,
' 

.

?

、
以

上

、
，
か

な

り

辛
ら
つ
な
批
判
を
あ
え
て
し
た
が
、
総
評
に
た
ぃ
す
る
勝
# ' 

と
信
傾
を
こ
め

て

書
い
た
0

も

り

で

あ

る

。

関
係
各
.

&
の
.御
寛
恕
を
願
う
の
；み 

で
あ
る
。
，(

労
働
旬
報
社
•

昭
和
三
九
年
一
.
一
月
刊
.

A

L

O 

.七
六
四
頁
、
ー5

〇

〇
円)

. 

. 

ぐ
.
.
,

.

. 

七
〇

、

(

ニ
ニ
六)

¥

'

_
 

田
：，；

.;

弘

著

；
'

' :
'

V

V

ン

：
；' •
'

:

'

」
『

#

#

賛

本

主

羲

ネ

の.
歴
史
的
展
開
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学

』

.

. 

:

' 

' .
'
• 

:

-
■

V

 

.
 

• ■

:

*

 

: 

:

飯

田

裕

康

. 

» 

. 

- 

.

戦
.後
：の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
界
に
.お
け
る
、
：

A
J

り
わ
け
理
論
分
野
に
お
け
る
大 

き
.な
.流

れ

は

一

一

つ

：

'
あ
ろ
.う
"

.

戦
前
は
も
と
よ
り
戦
後
の
一
時
期
、
い
わ
ゆ
る 

•「

講
座
派」

.

「

労
農
^ -
J
,
,.の
：対
立
：ガ
.あ
.
っ.
た
；が
.、.
い
ま
.や

、

宇

野

シ

.ュ

.

.

.
1
レ

と

そ 

れ

に

反

対

を

唱

え
”
る
人
々
と.
の
対
立.と
'い

う

よ

う

に

そ

の

潮

流

は

変

化

し

て

い 

る
.。
：
-

こ
：に
：宇
野
シ
ュ
'
丨
レ
と
，い
う
の
は
广
.周

知

：の
ご

」

と
；く
宇

野.弘

歲
氏
を
.中 

心
と
.し

た

人

々

によ
っ
.
て
.構
成
さ
れ
、
宇
野
氏
の
経
済
学
の
三
区
分(

原
理
論
、
 

段
^

論
：
.
現
状
分
析)

.

.

.に
■も
；.と
.づ
.
い
■
て
..経
済
学
を
体
系
化
.さ
.れ
、

そ
、れ
に
従
っ
.
.. 

て
理
論
研
究
•に
.
た
^

さ
：わ

る

人

々

を

指

し
.
て
.
い
-
る
0

戦
後
こ
の
宇
野
シ
ュ

I

レ 

が
.果

.1
:

た
：役
割
が
：非

常

に

大

き

い

だ

け

に

、

今
日
こ
.の
学
派
が
変
貌
を
と
げ
つ 

つ
あ
る
こ
と
.を
：み
る
の
は
ま
こ
：と
に
：興

味

深

い

こ

と

と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

'
.宇
野
氏
の
.経
済
学
体
系
は
、
た
.ん
：に 
' 原
理
；.論

(

実
質
的
に
.『

資
本
論』

を
中 

■

心
.に
構
成
さ
.れ
る)

.

に
：の
.
み
と
：ど
ま
ら
ず
.，、
.資
本
主
義
，経
済

体

制

の「

歴
史
的」 

展
開
過
程
及
'び
：現
段
階
を
食
む
庞
大
な
も
の
で
あ
っ
て
、
宇
野
^

の

研
究
自

体
 

が
：こ
れ
ら
の
.
全
て
を
覆
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
#

系
的
ま
と
ま
り
を 

も
-
つ
に
至
；マ
て 
'ぃ
る
処
.は
、''
;
.'..
私

見

：に

よ

れ

ゼ

、

.

原
理
論
と
段
階
論(

宇
野
氏
の 

.『

経
済
原
論
■

』

及
び
：

『

経
货
: &
: ^

論』
^

代
表
ざ
.れ

る)

の
.範
囲
に
：お
：い

て
で
あ
か
と

一；九
六
四
，

一二*一 
五
-

考

え

ら

れ

る

。

し

た

が

っ

て

従

来

宇

野

氏

へ

の

、
：
あ
，る
い

は

宇

野

シ

.
チ
ー
レ
へ 

の
批
判
は
こ
の
原
理
論
と
段
階
論
と
に
向
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
：当
然
の
こ
と
， 

で
あ
っ
た
と
い
い
え
よ
う
。『

資
本
論』

の
経
済
原
論
と
し
.て

の

.
位

置

づ

け

や
、
 

帝
1
1
主
義
段
階
の
.理
論
上
の
諸
論
点
を
め
ぐ
っ
'
て
の
論
争
も
こ
，
の
.
こ

.
と

を

物

語
 

.
っ

て.
い

る

。
_

ま

た

、
，
'
宇
野
氏
自
ら
の
反
批
判
も
、
専
ら
こ
れ
ら
二
つ
の
領
域
に 

つ
い
て
な
さ
れ
て
き
た
：の
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、：結
局
の
と
こ
ろ
戦
後
の 

'研
究
史
上
の
.貴
重
な
..メリ
ッ
ト
は
申
野
シ
ユ

■■
'
丨
レ
を
.め
.ぐ
る
ー
問
題
提
起
.の
'な
か 

か
ら
創
り
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
•
と
を
認
め
，な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

し
か
し
こ
-
の
宇
野
.シ
ユ
：丨
レ
も
一
つ
の
童
大
.な
.欠

陥

を

有

し

て

い
.
た
。

「

す
な 

わ
.ち
、
宇
野
氏
自
身
再
1
ー—*
の
.批
,

に
答
え
る
な
か
'
で
木
明
瞭
の
ま
'ま
に
残
_し
た
. 

も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
原
理
論
と
段
階
論
上
の
関
連
と
い
う
問
題
に
つ
い
て 

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
宇
野
氏
が
.『

経
済
学
方
法
論』

.
に
.お
'
い
.て
詳 

細
に
展
間
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
段
階
規
定
：の
必
然
性
が
.論
理
的
に
首
-
: 

尾

一段
し
た
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
.さ

れ

た

。
，わ

れ

わ

れ

は

、

こ 

の
原
因
が
、
宇
好
氏
.に
お
け
る
問
題
把
握
?

間
題
意
識)

の
.
ニ

元

性

と

い

.う 

と
.こ
ろ
に
.あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

一
つ
は
ま
理
^

を
貫
く
|4

^
性
の
問 

題
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
歴
史
的
な
視
点
セ
あ
る
。.
こ
.の
両
者
が
宇
野
氏
に 

お
い
て
統
一
的
に
づ
か
ま
れ
ず
、
各
々
別
個
な
も
の
と
し
て
考
察
さ
.れ
て
い
る
，
 

.
ど
.
こ
ろ
に
.問
題
の
根
源
ガ
あ
る
と
；1

う
.こ
.
と
..な
.
の
：で
あ
る
。

宇
野
シ
ユ
ー
レ
の
最
近
に
お
け
る
変
貌
が
か
か
る
二
元
性
の
-:
兀
化
と
い
う 

こ
と
の
た
め
に
生
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
.
と
わ
れ
わ
れ
は
.考
え
一
た
い
。
，
こ
一
の
よ 

う
な
間
題
性
は
.本
書
に
.よ
っ
.て
最
も
■尖
鋭
に
表
現
さ
.
れ
た
の
.だ

が

、

こ

れ

.に

先
 

立
っ
'
も
の
：は
原
理
論
の
完
結
性
ソ
：

(

む
ろ
ん〖

于

野

氏

のr

原
論
•«=
•
'
で
.と
か
れ
た
如
き

も
t

し
て)

へ
の
疑
間
で
あ
る
。

そ
の
ー
つ
は
鈴
木
鴻
ふ
郎
氏
の
論
文r

帝 

国
主
義
論
と
原
理
論」
(『

世
界
経
済
分
析

』

：
：所
収
、

一
九
5

ー$

で
あ
り
、
そ 

.

れ
を
め
ぐ
っ
て
の
.武

由

隆

夫

氏

：の
批
判
と
、

そ
め

あ

.と

の「

経
済
学
論
集」

誌 

上
.で
の
大
内
力
、
'：
-
遠

藤

湘

吉

両

氏

を

加

え
.て
の
シ
ン
ボ
ジ
ゥ
ム
と
が
こ
.の
問
題 

を
鮮
明
に
.描
き
だ
.
し
た
。
か
：か
る
宇
野
シ
ユ
i

レ
内
部
で
の
動
揺
は
、
か
つ
て 

宮
本
義
男
氏
な
.ど
に
i

っ
て
行
わ
れ
た
宇
野
氏
へ
の
こ
の
点
を
.め
ぐ
っ
て
の
批 

判
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
^
-
、
そ
れ
ら
が
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
か
っ 

た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
と
な
っ
た
が
、
同
_

に
、
，
内

部

的

に

も

こ

の

よ

う 

な
疑
問
が
十
二
分
.に
解
決
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ 

れ
は
こ
の
よ
う
な
経
.過

を

通

；し

て

み

る

限

り

で

:'

さ
き
に
.
の

べ

た

統

一

的

な

理 

解

を

措

..い，て
、
_
宇
野
シ
ュ
ー 
'レ
，
へ.の
%
効
な
批
判
は
あ
り
え
な
い
こ

と
を
認
識 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
の
で
あ
り
、
ま
た
、
宇
野
シ
：ュ
ー
レ
が
批
㈣

'さ
れ
ね
ば 

な
ち
な
い
意
義
'も

そ

れ

に

よ

り

明

ら

か

七

：な
っ.
て
く
る
.で
.あ
ろ
う
。
岩
田
弘
氏 

の

『

世
界
資
本
主
義』

，
と
題
す
る
本
書
が
奇
し
く
も
こ
の
よ
う
な
間
題
把
揮
の 

も
と
に
生
ま
れ
て
き
.た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.

本
書
ほ
全
五
章
か
ら
.な
る
。':
-
各
章
は
著
者
に
ょ
0

て
す
で
に
独
立
の
論
文
と 

し
て
学
術
雑
誌
.
に
発
表
さ
.れ
：た
も
.
.の
を
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ 

は

：
つ

ぎ

の

と

へ

お

；
り

で

あ

る

。
：

^

'

.

: 
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ャ
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パ
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第
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